
「コロナ第二波」対策にも言及

　7月16日、「志公会と語る夕べ」が開催され、麻生
太郎会長から「政策提言2020」が発表されました。
甘利明氏が座長を務める志公会政策提言2020検討チ
ームの提案を取りまとめたものです。
　そして、これは日本政府の政策方針である「経済財
政運営と改革の基本方針2020」（骨太の方針）にも非
常に強く反映されています。
　志公会は、国民の生命財産安全を守り、時代の変
化に合わせた政治
を行うため、政策
集団としての本来
の役割を全うして
いきます。
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国際社会と連携『人権型デジタル社会』主導へ
志公会「政策提言 2020」

　麻生会長は、コロナ問題に関する国民への感謝の弁の後、コロナにより大転換
した国民生活に言及され、デジタル化の必要性に言及するとともに「変化に対応
できるしなやかさ」と「変化を創り出すしたたかさ」の重要性を謳われました。
その上で、急激な国際環境の変化に言及、日本のリーダーシップの重要性を訴え
ました。

　そして、『幸い、日本には底力があります。戦後の復興、数々の災害からの復興。苦しい中でも常に顔を上げ、
歯を食いしばり、前に進み続けてきた先人の足跡に思いを致した時、「我々にも出来ないはずがない」、そうし
た衿持が芽生えます。我々は常に額に汗し、努力する人の味方でありたい。誰にでも何回でもチャンスがある自
由な日本を、そして、挑戦する人が報われる社会を、今こそ構築する時です』とあいさつを締めくくりました。

　その後、提言をまとめた甘利明座長がコロナ問題に関する現状認識を述べた後、第二波に対する準備に言及、
一元化された司令塔の必要性とシステムの重要性を訴えました。その上で、個人の自由・プライバシー及び民主
主義を守る価値の大切さに言及し、国際社会と連携した『自由・民主・法の支配をベースとした人権型デジタル
社会』を日本が主導し創り出すという強い意思を示しました。

　松本純は、志公会事務局長、「志公会と語る夕べ」実行委員長及び司会として、会の
開催を主導しました。また、国会対策委員長代理として、今回の提言が確実に反映され
るように国会の運営を支えサポートしてゆきます。

　なお最後に、先月号でご報告の通り、会の開催にあたり、東邦大学医学部教授で日本感
染症学会の舘田一博理事長監修の下、適切な感染症対策を徹底したことをご報告します。

国際環境が急激に変化する中で、日本のリーダーシップを強調した麻生太郎志公会会長

志公会事務局長として、実行委員長・司会を担当
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